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序
章
　
式
亭
三
馬
の
蔵
書
研
究

凡
　
例

一
、
論
文
者
名
等
の
人
名
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
敬
称
を
省
い
た
。
参
考
文
献
は
五
十
音
順
に
並
べ
た
。

一
、
本
文
中
の
論
文
者
名
は
、
各
章
ご
と
に
最
初
だ
け
氏
名
を
記
述
し
、
あ
と
は
姓
の
み
を
記
し
た
。

一
、
本
文
中
の
資
料
名
に
関
し
て
は
、
初
出
の
み
角
書
を
入
れ
、
そ
れ
以
降
は
角
書
等
を
は
ず
し
た
名
称
を
用
い
た
。

　
　

但
し
、
引
用
部
に
関
し
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

一
、
原
本
や
他
者
の
論
文
か
ら
の
引
用
、
ま
た
採
取
し
た
用
例
は
元
の
ま
ま
の
字
体
、
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。

一
、
シ
フ
トJIS

（Shift_JIS

）
未
掲
載
の
漢
字
や
仮
名
に
関
し
て
は
、
作
字
を
行
い
表
記
し
た
。

一
、
用
例
に
関
し
て
は
、
可
能
な
限
り
原
本
か
ら
採
取
し
た
。
原
本
か
ら
の
採
取
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
底
本
で
の
確
認
を
行
っ
た
。

一
、
同
一
人
物
に
よ
り
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
論
文
に
関
し
て
は
、
区
別
を
図
る
た
め
「
ａ
」「
ｂ
」
等
の
ロ
ー
マ
字
を
付
し
た
。

一
、
索
引
は
、
人
名
、
資
料
名
、
事
項
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
音
順
に
配
列
し
た
。
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一
　
三
馬
の
言
語
描
写
に
関
す
る
研
究

本
書
は
式
亭
三
馬
の
蔵
書
（
三
馬
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
た
書
、
以
降
本
書
で
は
「
三
馬
蔵
書
印
書
」
と
す
る
）
を
手
掛
か
り
に
、
三
馬
の
言

語
描
写
に
関
し
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

式
亭
三
馬
の
著
作
は
江
戸
語
の
一
級
資
料
と
し
て
、
語
彙
や
文
法
、
待
遇
表
現
な
ど
を
研
究
す
る
う
え
で
様
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
三
馬
の
著
作
に
は
、
白
圏
や
サ
行
に
付
さ
れ
る
半
濁
音
符
等
の
特
殊
表
記
や
、
片
言
や
唐
話
、
セ
ン
ボ
ウ
等
の
特
殊
語
彙
が
用

い
ら
れ
、
三
馬
が
著
作
の
中
で
工
夫
を
凝
ら
し
、
精
緻
な
言
語
描
写
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
三
馬
が
特
殊
表
記
や

特
殊
語
彙
を
ど
の
よ
う
に
学
び
著
作
に
活
か
し
た
の
か
、
と
い
う
点
に
関
す
る
実
証
的
な
研
究
は
ほ
と
ん
ど
進
め
ら
れ
て
い
な
い
。

書
肆
で
あ
っ
た
三
馬
は
様
々
な
書
に
精
通
し
、
自
身
の
蔵
書
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
中
に
は
三
馬
の
言
語

描
写
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
書
も
数
多
く
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
三
馬
の
蔵
書
目
録
は
発
見
さ
れ
て
お
ら

ず
、
三
馬
が
ど
の
よ
う
な
書
を
手
に
し
て
い
た
か
は
著
作
中
に
見
る
書
名
か
ら
わ
ず
か
に
推
測
で
き
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

二
　
三
馬
蔵
書
印
書
調
査
の
経
緯

三
馬
蔵
書
印
書
を
初
め
て
手
に
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
で
あ
る
。
著
者
は
式
亭
三
馬
の
片
言
描
写
に
興
味
を
持
ち
、
拙
稿

（
二
〇
一
二　

本
書
第
一
部
第
一
章
）
の
中
で
『
道
外
節
用
小
野

譃
字
尽
』（
文
化
三
〈
一
八
〇
六
〉
年
〉）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
か
ま
ど
詞
大

概
」
の
語
彙
と
他
の
片
言
資
料
と
の
比
較
を
行
っ
た
。
こ
の
調
査
を
進
め
る
中
で
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
三
馬
蔵
書
印
書
『
ま
こ
と

ぐ
さ
』（『
当
世
利
口
誠
草
』
元
禄
五
年
〈
一
六
九
二
〉
年
）
に
出
会
っ
た
。『
ま
こ
と
ぐ
さ
』
は
安
原
貞
室
著
『
か
た
こ
と
』（
慶
安
三
〈
一
六
五
〇
〉

年
）
の
抄
出
本
と
さ
れ
る
書
で
あ
る
。
そ
こ
で
拙
稿
（
二
〇
一
三　

本
書
第
一
部
第
三
章
）
で
は
、『
か
た
こ
と
』
と
『
ま
こ
と
ぐ
さ
』
の
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本
橋
十
九
文
横
町
の
／
寓
舎
も
類
焼
し
て
／
年
来
の
蔵
書
あ
ま
た
／
烏
有
と
な
り
ぬ

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
三
馬
が
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
の
火
事
で
多
く
の
蔵
書
を
焼
失
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
従
っ

て
現
在
残
さ
れ
て
い
る
三
馬
蔵
書
印
書
は
お
そ
ら
く
三
馬
の
蔵
書
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
三
馬
の
蔵
書
の
全
貌
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
三
馬
の
蔵
書
目
録
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
三
馬
の
蔵
書
を
調
査
す
る
す
べ

は
三
馬
蔵
書
印
書
の
調
査
の
ほ
か
は
な
い
。
そ
こ
で
、
三
馬
蔵
書
印
書
の
洗
い
出
し
に
よ
り
三
馬
蔵
書
の
実
態
を
探
る
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
中
で
、
三
馬
の
言
語
描
写
に
影
響
を
与
え
た
書
を
抽
出
し
そ
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
三
馬
蔵
書
印
書
の
調
査
を

進
め
る
こ
と
に
し
た
。

四
　
三
馬
蔵
書
印
書
の
調
査

現
在
三
馬
蔵
書
印
書
は
、
国
公
立
の
図
書
館
や
大
学
図
書
館
、
ま
た
私
設
の
文
庫
等
様
々
な
機
関
に
分
散
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
丹

念
に
調
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

四
─
一
　
国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
三
馬
蔵
書
印
書
の
調
査

ま
ず
「
式
亭
三
馬
の
言
語
描
写
に
見
る
三
馬
蔵
書
の
影
響
」（
挑
戦
的
萌
芽
研
究
）
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
三
馬
蔵
書
印
書
の

調
査
を
行
っ
た
。
先
に
あ
げ
た
『
ま
こ
と
ぐ
さ
』
は
、
古
典
文
庫
（
未
刊
文
藝
資
料　

第
一
期
４　

昭
和
二
六
年
）
に
活
字
化
さ
れ
て
お
り

（
活
字
の
書
名
は
『
ま
こ
と
草
』）、
そ
の
後
書
き
に
、
朝
倉
治
彦
）
（
（

が
「
三
馬
の
手
沢
本
は
、
上
野
図
書
館
に
於
て
我
々
は
百
点
近
く
捜
し
出

し
た
（
六
九
頁
）」
と
記
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
記
述
を
手
掛
か
り
に
次
の
よ
う
に
調
査
を
行
っ
た
。

二
〇
一
二
年
三
月
二
九
日
よ
り
、
国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
一
般
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
こ

内
容
比
較
と
、
こ
れ
に
加
え
『
小
野

譃
字
尽
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
片
言
語
彙
資
料
「
か
ま
ど
詞
大
概
」
の
語
彙
と
『
ま
こ
と
ぐ
さ
』

の
片
言
語
彙
を
比
較
し
、
結
果
と
し
て
『
ま
こ
と
ぐ
さ
』
が
「
か
ま
ど
詞
大
概
」
の
片
言
語
彙
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
を
述
べ

た
。本

論
考
で
三
馬
の
片
言
描
写
に
『
ま
こ
と
ぐ
さ
』
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
の
を
機
に
、
著
者
は
三
馬
蔵
書
印
書
の
調
査
か
ら
三

馬
の
蔵
書
を
見
つ
け
出
す
こ
と
を
思
い
つ
き
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「
式
亭
三
馬
の
言
語
描
写
に
見
る
三
馬
蔵
書
の
影
響
」（
挑
戦
的

萌
芽
研
究　

平
成
二
十
五
年
四
月
─
二
十
八
年
三
月
）、「
式
亭
三
馬
の
蔵
書
研
究
─
三
馬
の
言
語
描
写
と
の
関
係
か
ら
」（
基
盤
（
Ｃ
）　

平

成
二
十
九
年
四
月
─
令
和
二
年
年
三
月
）
を
得
て
、
三
馬
蔵
書
印
書
の
調
査
を
進
め
て
い
っ
た
。

三
　
三
馬
蔵
書
印
書
調
査
の
意
義

三
馬
の
片
言
描
写
に
は
、『
ま
こ
と
ぐ
さ
』
以
外
の
片
言
資
料
か
ら
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
先
に
あ
げ
た
拙
稿
（
二
〇
一
二
）
で
は
、

『
か
た
こ
と
』
補
遺
と
さ
れ
る
『
浮
世
鏡
』
巻
第
三
（
貞
享
三
〈
一
六
八
六
〉
年
）
の
序
文
と
三
馬
の
『
狂
言
田
舎
操
』（
文
化
八
〈
一
八
一

一
〉
年
）、『
癖
所
謂

癖
物
語
四
十
八
癖
』（
文
化
一
四
〈
一
八
一
七
〉
年
）
の
記
述
の
類
似
点
を
挙
げ
、
そ
の
影
響
の
可
能
性
を
示
し
た
。
三
馬
蔵
書

印
書
の
調
査
に
よ
り
、
三
馬
が
『
浮
世
鏡
』
あ
る
い
は
そ
の
抄
出
と
さ
れ
る
「
諸
人
片
言
な
を
し
」
が
収
録
さ
れ
た
書
を
所
蔵
し
て
い
た

こ
と
、
さ
ら
に
は
実
際
に
こ
れ
ら
の
書
に
収
録
さ
れ
た
語
の
使
用
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
片
言
資
料
が
三
馬
の
著
作
に
影
響
を

与
え
た
可
能
性
を
高
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
片
言
以
外
に
も
三
馬
が
唐
話
や
セ
ン
ボ
ウ
等
に
関
わ
る
書
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
れ

ば
、
そ
れ
を
糸
口
に
三
馬
の
特
殊
表
記
や
特
殊
語
彙
が
著
作
へ
利
用
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
る
。

と
こ
ろ
で
三
馬
の
蔵
書
に
関
し
て
は
、
三
馬
自
筆
の
『
雑
記
）
（
（

』（
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵　

以
下
本
書
で
は
『
式
亭
雑
記
』
と
す
る
）
の
中
に
、

ニ
ウ
こ
れ
ま
て
雑
記
せ
し
／
冊
子
の
あ
り
け
る
か
／
文
化
三
年
寅
の
春
／
三
月
、
四
日
芝
高
輪
牛
町
／
よ
り
出
火
の
を
り
か
ら
日
／
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画
・
風
俗
一
冊
で
あ
る
。
一
方
式
亭

中
印
は
黄
表
紙
八
冊
、
浄
瑠
璃
本
七

冊
、
評
判
記
四
冊
、
洒
落
本
三
冊
、

歌
謡
二
冊
、
歌
舞
伎
二
冊
、
咄
本
二
冊
、

黒
本
一
冊
、
赤
本
一
冊
、
仏
教
一
冊
、

室
町
物
語
一
冊
、
語
学
一
冊
、
能
一

冊
、
記
録
一
冊
、
漢
学
一
冊
、
合
巻

一
冊
、
絵
本
番
附
一
冊
、
説
話
一
冊

で
あ
り
、
式
亭
小
印
に
比
べ
ジ
ャ
ン

ル
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
見
ら
れ
る
。

「
式
三
馬
」
印
（
角
型　

縦
一
・
四
×

横
一
・
四
セ
ン
チ　

以
降
「
式
三
馬
印
」

と
す
る
）
は
一
八
冊
に
押
さ
れ
て
お

り
、
す
べ
て
黄
表
紙
で
あ
る
。
他
に

「
三
馬
」
印
（
俵
型　

縦
二
・
一
×
横

一
・
〇
セ
ン
チ　

以
降
「
三
馬
俵
印
」

と
す
る
）
一
二
冊
、「
洒
落
斎
」
印

（
長
角
型
縦
三
・
六
×
横
一
・
八　

以
降

の
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
三
馬
の
蔵
書
印
を
調
べ
、「
式
亭
」
印
二
種
、「
三
馬
」
印
二
種
、「
式
三
馬
」
印
、「
洒
落
斎
」
印
、「
本

町
庵
弐
馬
記
」
印
、「
馬
家
書
」
印
の
蔵
書
印
の
種
類
を
確
認
し
た
。
こ
の
他
、
三
馬
の
蔵
書
印
に
関
し
て
は
『
新
編
蔵
書
印
譜
』（
日

本
書
誌
学
大
系
七
九　

二
〇
〇
一
）、『
蔵
書
印
提
要
』（
日
本
書
誌
学
体
系
四
四　

一
九
八
五
）、『
人
と
蔵
書
と
蔵
書
印
』（
国
立
国
会
図
書
館

編　

二
〇
〇
二
）
等
で
確
認
を
行
い
、「
式
亭
三
馬
之
印
」
印
を
こ
れ
に
加
え
た
。

こ
れ
ら
の
三
馬
の
蔵
書
印
を
手
掛
か
り
に
、
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
調
査
を
進
め
た
。
国
立
国
会
図
書
館

で
は
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
作
ら
れ
て
い
な
い
が
、「
注
記
」
に
蔵
書
印
の
デ
ー
タ
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
詳
細
検
索
に
キ
ー
ワ
ー

ド
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
三
馬
蔵
書
印
書
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
操
作
に
よ
り
、
九
八
冊
の
三
馬
蔵
書
印
書
を
採
取
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
朝
倉
の
記
述
に
等
し
い
数
値
と
い
え
る
。

四
─
二
　
国
会
図
書
館
所
蔵
三
馬
蔵
書
印
書
の
種
類

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
三
馬
蔵
書
印
書
は
後
掲
の
「
三
馬
蔵
書
印
書
目
録
」（
四
一
七
─
四
四
三
頁
）
に
示
す
。
表
は
、
ジ
ャ
ン
ル
別

の
三
馬
蔵
書
印
書
の
数
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
（
一
七
頁
参
照
）。
表
中
の
「
ジ
ャ
ン
ル
」
は
原
則
と
し
て
国
立
国
会
図
書
館
の
分
類
に

従
っ
た
）
（
（

。
先
に
あ
げ
た
『
ま
こ
と
ぐ
さ
』
は
語
学
の
ジ
ャ
ン
ル
に
あ
た
る
。

ジ
ャ
ン
ル
別
に
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
三
馬
蔵
書
印
書
を
見
る
と
、
黄
表
紙
が
五
七
冊
と
最
も
多
く
、
他
は
一
桁
の
数
に
と
ど
ま
る
。

所
蔵
印
に
関
し
て
は
「
式
亭
」
印
が
最
も
多
い
。
国
立
国
会
図
書
館
の
調
査
で
は
、
二
種
類
の
「
式
亭
」
印
が
見
つ
か
っ
た
。
い
ず
れ
も

丸
印
で
、
直
径
一
・
四
セ
ン
チ
（
以
降
「
式
亭
中
印
」
と
す
る
）、
直
径
一
・
一
セ
ン
チ
（
以
降
「
式
亭
小
印
」
と
す
る
）
で
あ
り
、
式
亭
中

印
は
全
体
で
三
八
冊
、
式
亭
小
印
は
四
二
冊
に
押
さ
れ
て
い
る
（
式
亭
中
印
と
式
亭
小
印
の
混
合
は
見
ら
れ
な
い
）。
式
亭
小
印
が
押
さ
れ
て

い
る
ジ
ャ
ン
ル
別
の
内
訳
は
、
黄
表
紙
三
二
冊
、
青
本
四
冊
、
黒
本
一
冊
、
実
録
一
冊
、
歌
学
一
冊
、
歌
謡
一
冊
、
浮
世
草
子
一
冊
、
絵

表

国
立
国
会
図
書
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所
蔵
三
馬
蔵
書
印
書
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ジ
ャ
ン
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）

ジ
ャ
ン
ル

印

記

数

値

ジ
ャ
ン
ル

印

記

数

値

黄
表
紙

式
亭
小
印

式
亭
中
印

式
三
馬
印

式
亭
小
印
・
式
三
馬
印

三
馬
俵
印

黒
本

式
亭
小
印

式
亭
中
印

咄
本

式
亭
中
印

赤
本

式
亭
中
印
・
洒
落
斎
印

浮
世
草
子

式
亭
小
印
・
三
馬
俵
印

・
洒
落
斎
印

浄
瑠
璃
本

式
亭
中
印

式
亭
中
印
・
三
馬
俵
印

式
亭
中
印
・
三
馬
角
印

式
亭
中
印
・
洒
落
斎
印

絵
本
番
附

式
亭
中
印
・
三
馬
俵
印

絵
画
・
風
俗

式
亭
小
印

歌
学

式
亭
小
印

評
判
記

式
亭
中
印

式
亭
中
印
・
三
馬
俵
印

漢
学

式
亭
中
印
・
三
馬
俵
印

記
録

三
馬
俵
印

青
本

式
亭
小
印

合
巻

式
亭
中
印

歌
謡

式
亭
小
印

式
亭
中
印

式
亭
中
印
・
三
馬
俵
印

語
学

式
亭
中
印

実
録

式
亭
小
印

説
話

式
亭
中
印
・
三
馬
俵
印

洒
落
本

式
亭
中
印

式
亭
中
印
・
三
馬
俵
印

能

式
亭
中
印

仏
教

式
亭
中
印
・
三
馬
俵
印

歌
舞
伎

式
亭
中
印

式
亭
中
印
・
三
馬
俵
印

室
町
物
語

式
亭
中
印
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ジ
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亭
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亭
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亭
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式
亭
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落
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学
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記
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亭
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印
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三
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学
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亭
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亭
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・
三
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俵
印

洒
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本
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亭
中
印
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亭
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三
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俵
印

能
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亭
中
印

仏
教

式
亭
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・
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俵
印
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舞
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三
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室
町
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式
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計


